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１２月１日の朝会での校長先生のお話

おはようございます。
今日は、「話の聞き方」についてお話をし

たいと思います。
皆さんは、「話を聞く」というと、どんな

ことを考えますか。特に意識している人は
あまり多くないと思います。しかし、ある
学者さんが言うには、学校の中では、人の
話を聞けない人がとても多いのだそうです。
残念ですね。
では、クイズです。皆さんは、話をどこ

で聞きますか。 そうです。耳で聞きま
すね。１年生は、まだわからないかもしれ
ませんが、漢字で「聞く」という字を書く
と、「耳」という字が入っていますね。
でも、人間の耳は、他の動物に比べて立

派にできていないらしいです。というのは、
ジャングルや草原に住んでいる動物は、人
間よりも、とても遠いところの音をちゃん
と聞き取る耳を持っています。
ライオンやキリンは、顔はちゃんと前を

向いていても、耳はしっかり後ろの音をと
らえています。その時は、全身を耳にして、
体を動かさずに、聞く態勢をとっているの
です。例えば、馬は耳を自由に動かして、
背中に乗っている人がどんな人なのかを注
意するそうです。
残念ながら、人間の耳は動物のようには

いきません。たまに、耳をピクピク動かせ
るという人もいますが、それは音をよく聞
き取るために動いているわけではありませ
ん。だから、人間はもう一つ上手に話を聞
けるものを使う必要があります。
それは何でし

ょう。 そうで
す。目です。先
生の方をしっか
り見ているその
目です。話をし
ている人の顔を
ちゃんと見なが
ら話を聞くと、よく聞き取れるのです。そ
れで昔の人は、「話は目で聞け」と言った人
もいるぐらいです。
目を使って聞くと、耳と両方働くので、

話の内容が頭の中に残ります。目が離れる
と話が入ってきても、片方の耳から片方の
耳へ出て行ってしまいます。
そして、もう一つ大事なものがあります。

何でしょう。 そう、心です。話をしっか
り聞こうとする心です。心もないと、話は
しっかり聞けません。
教室でも、担任の先生の話を耳だけでな

く、目や心を使ってしっかり聞きましょう。
そうすれば、きっと学習もよくわかるよう
になります。
話をしっかり聞いて、２学期のまとめを

しましょう。今日から早速やってみてくだ
さい。お願いします。
今日は、「話の聞き方」についてお話をし

ました。

６年１組 大島 恵美 さん
今日の校長先生のお話は、話の聞き方に

ついてのお話でした。
校長先生は、二つ、話をうまく聞く方法

について言っていました。一つ目は、相手
の顔をしっかり見て聞くこと。二つ目は、
心でしっかり聞く、ということでした。
私は、今日の校長先生のお話を聞いて、

自分はしっかり相手の顔を見て、しっかり
話を聞く努力をしたいな、と思いました。
他に、校長先生がおっしゃっていた「心

で聞く」ということも、毎日習慣づけてい
きたいと思いました。
二学期も残りわずかですが、最後まで人の

話をしっかり聞き、二学期のまとめをしてい
きたいです。

６年２組 鈴木 颯介 さん
今日の校長先生のお話は、「話の聞き方」

についてのお話で、目、耳、心で聞くと言
っていました。人の話を聞けない人が多い
ことも初めて聞き、少しおどろきました。
私の自己評価では、まあまあ目、耳で聞

けているように感じます。でも、心で聞け
ているというのは、ちょっとできていない
かな、と思うので、これからは人の話を、
耳、目、心の三つの部分で聞くように意識
していきたいです。そして、それを当たり
前にできるように努力したいと思います。
また、あいさつも、目を見て心を込めて、

あいさつしていきたいです。

５年１組 吉岡 優奈 さん
今日の校長先生のお話は、話の聞き方に

ついてのお話でした。
私は、目を合わせてお話を聞くことができ
ているかな、と思い返しました。しっかり耳
で聞かないと、頭の中や心の中に、お話が入
っていかないと思いました。人間は動物みた
いに、遠い方の音は聞こえないということも



わかりました。
私はこれから、人の目を見て、しっかりお
話を聞きたいです。また、友達がちがう方を
向いていたら、声をかけて「お話を聞こう」
と言ってあげたいです。
これからも、人の目を見てお話を聞くよう
にしたいです。

４年１組 西脇 姫花 さん
今日の校長先生のお話は、話の聞き方と

いうお話でした。お話は、耳だけで聞くの
ではなく、目、心でも聞くのだそうです。
耳だけでは、頭に入らなくて、ぬけてしま
うことが多いそうです。
わたしは、それを聞いて、耳だけでは入ら

ないと分かりました。わたしはいつも、先生
の話を聞いているけれど、少し聞けないとき
があるので、これからは、耳、目、心で聞い
て、頭からぬけないようにして、がんばりた
いです。
もう十二月に入ったので、今から話をもっ

ともっと上手に聞き取れるようにして、５、
６年生になっても、それが続けられるように
したいです。
できないことはできるようにして、先生の

お話をきちんと聞けるようになりたいです。

３年１組 内田 琉來 さん
今日の校長先生のお話は、話の聞き方と

いうお話でした。
ぼくは、集中して、しっかり話を聞けてい

ないです。でも、できていることも何こかあ
って、しせいをよくしたり、聞くときのたい
どなども、だんだんとできるようになってき
ました。
これからは、しっかりと相手の目を見て、

集中して話を聞きたいです。
ぼくは、みんなのしつもんや話なども、し

っかり目を見て聞きたいです。

３年２組 村田 健輔 さん
今日の校長先生のお話は、話の聞き方や、

耳、目、心で人の話を聞く、というお話で
した。話の聞き方は、しせいをよくして、
話をしている人の方をよく見て聞かないと
いけない、と言っていました。
ぼくは、耳や目は使っているけれど、心

を使っていないと気づきました。ぼくは、
目と耳を使って、先生の話を聞いているけ
れど、先生や友達の心は見られないので、
心で聞かなくてもいいかな、と思っていま
した。
でもぼくは、校長先生の話を聞いて、目

で見て、耳で聞いて、心も使うということ
をいしきして、全部を使って先生や友達の
話を聞こうと思いました。
そして、ぼくは、「ばれないからいいや」

じゃなくて、三年生から六年生になっても、
先生や友達の話をしっかり聞いていきたい
と思いました。

２年１組 吉田 とうき さん
今日の校長先生のお話は、人の話の聞き方

についてでした。
話を聞くときは、耳と目と心で聞くそうで
す。ぼくは、目を合わせて聞けないことがあ
ります。
ぼくはこれからは、人の話を聞く時は、目
を合わせて聞くことをがんばりたいです。

２年２組 ほしな しんじ さん
今日の校長先生のお話は、「お話の聞き方」

のお話でした。
目と耳と心で聞ける、と言っていました。
目と耳で聞けるということはわかっていまし
たが、心で聞けるとはじめてしりました。
だから、こんどは耳だけではなく、目と心
もかたむけて聞くようにしたいです。

１年１組 やまぐち あやね さん
きょうのこうちょうせんせいのおはなし

は、はなしのききかたについてでした。
おはなしをきいて、だいじなことは、目

と耳できくことです。むかしの人は、目で
きけ、といわれたそうです。
こうちょうせんせいは、もう一つ大じな

ことをいっていました。こころです。ここ
ろがないと、きけないといっていました。
これからは、はなしているときのしせい

や、はなしている人の目を見てききたいで
す。

１年２組 おおの えのん さん
きょうのこうちょうせんせいのおはなし

は、「はなしのききかた」でした。人がは
なしているときは、人の目を見る。こころ
もつかってきく。といっていました。
学校では、はなしがきけない人がおおい

みたいです。だから、ぼくはこれから、人
の目を見てききたいです。

今回は「話の聞き方」についてのお話でした。
いつでも耳と目と心を使って、よい姿勢で話が
聞けるように心がけていきましょう。

次回の校長先生のお話は、２月２日（水）の全
校朝会です。


